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残間里江子氏

国土形成計画シンポジウム in徳島

あ す

魅力ある未来の四国づくりを考える

こ
れ
か
ら
の
国
土
づ
く
り
と

社
会
基
盤
の
あ
り
方

こ
れ
か
ら
の
国
土
づ
く
り
と

社
会
基
盤
の
あ
り
方

　プロデューサーとして国交省の「コミュニケーシ
ョンスキル向上懇談会」にかかわっているが、これ
からは説明責任だけではなく、行政と住民の双方
向のコミュニケーションが肝心。地域にも出かけ、
わかりやすく役所の人が説明できるようスキル向
上を目指せば、誤解もなくなり、公と地域住民がよ
り良い関係を築けると思う。プロデューサーとして
重要なテーマの一つが、シニア世代のシーンづく
りと役割づくりである。そのために、新しいシニアを
クリエイトする会社も立ち上げた。特に約８００万人
とも１０００万人とも言われる団塊の世代が、日本
の今後も左右すると言われている。これからは知
恵の競争時代。知恵と経験がある団塊の世代が、
言わなければならないことはまだまだある。団塊の
世代に牽引役になってもらい、新しいシニア層の
イメージをつくり、国際社会の中にあっても大人が
輝く国にしたい。
　団塊の世代の退職金市場は５０兆円とも８０兆
円とも試算されている。このシニア市場を巡って攻
防戦が繰り広げられているが、その特性が分かっ
ていない。国においても、いくつかの委員会ができ、
国交省では移動住み替えの研究会が始まって
いる。地域でも、来てもらおうというプロジェクトが
始まっているが、ポイントは、人材としてあなたが必
要という、活躍できるシーンと役割で誘導すること。
自然が豊かで人情の温かい四国は、移住の可能
性が高い。そのためにも、団塊の世代の特性を理

解してもらいたい。まず、彼らは自分のことを若いと
思っている。まだまだ自分は現役で可能性があると
思っている。また、文化に対する志向が強い。特に
テレビや映画、アメリカからの影響が強い。変化に
対して前向き、肯定的。移住に関しても、シーンが
変わることで新しい人生模様が生まれる、チェンジ
がチャンスにつながると考えている。自分を変えて
くれる人、変わっている人が好き。しかし、自分はあ
まり自己主張せず、人にどうみられるかというのを
重要視する。また、はっきりノーと言わない限りは、
イエスと思って間違いない世代。団塊の世代は、
行政をいろいろ批判するが、頼らず自分でやって
いこうと思っている。おとなしいようで、プライドを傷
つけられると、ひどく激高する。同世代の異性の意
見を聞きたがる。就職時に苦い思いをした女性た
ちを含め団塊の世代の数と特性を良い形で利活
用すると、今までにないマーケットが生まれる。当
の団塊の世代は、意見を述べ、行動し、消費者と
なって意思表示をし、社会とつながっていくことが
大事。これまで培ってきた経験値を、世の中を良く
するために使うべきだ。その受け皿であるNPOの
あり方も一つの課題である。
　地域が豊かになり、地域がきちんと歩まない限り、
日本に未来はない。地域間格差が広がる時代、
地域に魅力ある人材を誘い、知恵を出し比べて、
魅力的な四国になっていただきたい。それがひい
ては魅力的な日本になると信じている。

1950年仙台市生まれ。アナウンサー、雑誌記者を経て、80年にキャンディ
ッド・コミュニケーションズを設立。プロデューサーとして、出版・イベントの
企画から企業や地域のコミュニケーション・PR戦略まで、幅広い分野で
活躍。2005年、シニアの新しいライフスタイルを提案する「株式会社クリエ
イティブ・シニア」設立。自身も団塊世代の一員として、新しい「大人文化
の創造」に積極的に取り組む。「2007年ユニバーサル技能五輪国際大会」
の総合プロデューサーを務める。

人口減少、高齢化、国や地方の財政逼迫、国際競争
の激化など、激しい環境変化は、四国にどのような
影響をもたらすのか。これからは、地域に住むわれ
われが、自ら考え、持てる潜在力を引き出し、この危
機を乗り越えていかなければならない。新しい「国
土形成計画」の中間とりまとめにおいても、多様な
民間主体と行政の協働、いわゆる「新たな公」による

地域づくりが提唱されている。これからは、地域が
主役、住民が主役、われわれ一人一人が主役だ。四
国に住んで、どんなライフスタイルを求め、そのた
めにどういう社会基盤が必要か、一人一人が考え
てみよう。そこに魅力的な四国の未来が見えてくる。
その一助となるシンポジウムが１月１９日、徳島市の
ウェルシティ徳島で開催された。

ひっぱく

基調講演

団塊の世代（地域づくりの主役）

けん

　自
立
す
る

　四
国
に
な
る
た
め
に

岩
木
●
全
国
総
合
開
発
計
画

が
戦
後
の
国
土
づ
く
り
を
担

い
、
地
域
振
興
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
バ

ブ
ル
崩
壊
後
、
状
況
は
大
き

く
変
化
。
少
子
高
齢
化
が
進

み
、財
政
難
に
陥
っ
た
。ま
た

I
T
化
、
急
成
長
す
る
ア
ジ

ア
と
い
う
要
素
も
あ
る
。
そ

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
国
土

を
つ
く
っ
て
い
く
か
が
、
今

回
の
国
土
形
成
計
画
。
中
央

と
地
方
の
格
差
は
依
然
と
し

て
あ
る
。
特
に
財
政
が
厳
し

い
四
国
で
、
ど
う
自
立
を
し

て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
。

山
中
●
自
立
の
原
則
は
自
己

決
定
。
地
域
の
方
針
は
自
分

た
ち
で
決
め
る
。そ
こ
で
、自

己
決
定
を
す
る
人
々
を
集
め

て
話
し
合
い
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。
自

立
に
は
、自
律
も
あ
る
。自
ら

を
律
す
る
地
域
に
な
り
、
大

人
と
し
て
自
信
を
持
っ
て
行

動
、
発
言
す
る
四
国
と
な
り

た
い
。

残
間
●
こ
れ
か
ら
は
、
自
分

た
ち
の
実
像
を
把
握
し
、
地

域
の
潜
在
能
力
を
絞
り
出
す

と
い
う
作
業
と
、
今
ま
で
や

っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
行

う
勇
気
を
持
つ
。
こ
れ
が
自

己
決
定
、自
己
責
任
に
通
じ
る
。

優
先
順
位
を
つ
け
、
時
間
軸

に
の
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

り
、
物
と
人
と
の
資
源
を
有

機
的
に
結
ぶ
こ
と
が
大
事
。

今
ま
で
に
や
っ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
を
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
は

生
き
残
る
。

三
木
●
急
速
な
少
子
高
齢
化

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
三

つ
の
視
点
が
重
要
。一
つ
目
は
、

上
勝
町
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

な
高
齢
者
の
活
躍
。二
つ
目
は
、

若
者
の
四
国
定
住
を
促
す
。

そ
の
た
め
に
は
魅
力
あ
る
雇

用
の
場
や
人
を
引
き
つ
け
る

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
。三
つ
目
は
、団
塊
の
世
代

を
中
心
と
し
た
大
都
市
圏
か

ら
の
移
住
の
促
進
。

田
村
●
中
心
市
街
地
の
再
開

発
事
業
が
重
要
。
文
化
や
憩

い
の
場
と
し
て
の
機
能
に
ウ

エ
ー
ト
を
置
き
、民
主
導
で
、

官
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

ま
た
、
地
域
の
特
性
を
生
か

す
た
め
の
社
会
基
盤
整
備
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
。

残
間
●
行
政
の
支
援
を
期
待

し
な
い
地
域
が
、
地
域
力
を

発
揮
す
る
。
最
後
は
行
政
が

支
援
し
て
く
れ
れ
ば
と
い
う

言
葉
を
心
の
中
か
ら
取
り
払

う
こ
と
だ
。

　四
国
だ
か
ら
こ
そ

　の
選
択

山
中
●
上
勝
町
で
は
、
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を
行
い
、

若
い
人
が
た
く
さ
ん
き
て
い

る
。団
塊
の
世
代
な
ど
は
、空

き
家
を
買
っ
て
実
際
に
住
み

始
め
た
。
短
期
か
ら
長
期
へ

と
い
う
流
れ
で
成
功
し
て
い

る
。足
ら
な
い
の
が
中
期
。ミ

ド
ル
ス
テ
イ
が
田
舎
に
は
少

な
い
。
活
躍
の
場
や
役
割
は

い
ろ
ん
な
形
で
生
ま
れ
て
く

る
。ま
た
、ま
ち
づ
く
り
に
大

切
な
の
は
ス
ピ
リ
ッ
ツ
、
お

酒
の
空
間
も
交
流
を
活
性
化

す
る
大
切
な
場
。

三
木
●
四
国
四
県
が
連
携
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
大

き
な
構
想
に
は
、
四
国
が
一

つ
に
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
に
は
、

相
互
の
情
報
交
換
が
必
要
。

四
国
の
資
源
は
水
や
森
林
。

大
き
な
構
想
の
下
に
、
森
林

利
用
や
水
の
浄
化
を
考
え
る

べ
き
だ
。

田
村
●
四
国
の
統
一
イ
メ
ー

ジ
は
「
遍
路
」
。
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
が
、

遍
路
道
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観

の
創
出
に
力
を
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。

三
木
●
産
業
人
の
視
点
か
ら

言
え
ば
、
平
成
17
年
に
徳
島

県
全
体
で
約
70
億
の
渇
水
に

よ
る
損
害
が
あ
っ
た
。
安
心

し
て
操
業
す
る
た
め
に
は
水

が
重
要
。
安
心
安
全
の
た
め

の
社
会
資
本
整
備
を
、
長
期

で
計
画
的
に
考
え
て
ほ
し
い
。

残
間
●
財
政
の
厳
し
さ
、
環

境
の
激
変
を
し
っ
か
り
認
識

し
た
上
で
自
分
の
足
元
を
見

る
視
点
と
、
世
界
全
体
を
見

る
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
。

広
角
的
な
視
点
を
持
た
な
い

と
、あ
る
日
、足
下
が
急
速
に

崩
れ
る
。
四
国
は
自
然
が
凝

縮
し
た
素
晴
ら
し
い
場
所
、

そ
こ
に
住
む
自
覚
を
持
っ
て

ほ
し
い
。

山
中
●
こ
れ
ま
で
は
、
国
か

ら
予
算
と
使
い
方
が
指
示
さ

れ
て
い
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、

ど
れ
を
自
分
た
ち
で
選
ぶ
か

と
い
う
、
語
る
場
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

予
算
が
少
な
い
か
ら
で
き
な

い
で
は
な
く
、
持
て
る
力
を

ど
こ
に
使
う
か
を
決
め
る
力

を
自
分
た
ち
で
持
つ
こ
と
だ
。

田
村
●
南
海
東
南
海
地
震
の

発
生
確
率
は
、
30
年
以
内
で

50
％
、
50
年
以
内
で
80
％
と
言

わ
れ
、
四
国
で
最
大
8
0
0
0

人
が
亡
く
な
る
と
い
う
。
ま

さ
に
そ
こ
に
あ
る
危
機
。
地

震
時
に
死
亡
ゼ
ロ
と
い
う
地

域
を
目
指
し
た
い
。
阪
神
大

震
災
は
8
割
が
圧
死
、
建
物

の
耐
震
か
ら
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

ず
一
人
一
人
の
意
識
付
け
が

必
要
。

　知
恵
を
集
め
て

　世
界
に
誇
る
四
国
へ

岩
木
●
最
後
に
地
方
計
画
に

盛
り
込
む
べ
き
事
柄
に
つ
い

て
、ご
意
見
を
お
願
い
す
る
。

三
木
●
四
国
が
一
体
と
な
っ

た
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、

高
速
道
路
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
早
期
完
成
が
不
可
欠
。

大
地
震
時
に
大
き
な
被
害
が

予
想
さ
れ
る
四
国
西
南
・
東

南
部
は
、
沿
岸
に
一
本
道
し

か
な
く
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
も
整
備
が
必
要
。
二
点

目
は
水
資
源
の
確
保
。
四
国

の
渇
水
の
問
題
は
、
生
活
用

水
の
支
障
だ
け
で
な
く
、
企

業
が
四
国
進
出
を
た
め
ら
う

原
因
に
な
っ
て
い
る
。
森
林

の
手
入
れ
も
含
め
、
総
合
的

な
水
対
策
が
必
要
。
三
点
目

は
国
際
交
流
基
盤
の
整
備
。

こ
れ
か
ら
成
長
著
し
い
東
ア

ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
四

国
の
活
性
化
に
取
り
入
れ
る

の
が
大
き
な
課
題
。
四
国
と

世
界
各
地
の
国
際
交
流
を
促

進
す
る
、
ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
の

整
備
を
要
請
す
る
。

残
間
●
国
土
形
成
計
画
に「
新

た
な
公
」
の
概
念
が
取
り
入

れ
ら
れ
た
の
は
、進
歩
だ
が
、

実
際
は
難
し
い
。四
国
か
ら
、

そ
の
道
筋
が
発
せ
ら
れ
る
よ

う
大
い
に
議
論
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

山
中
●「
新
た
な
公
」の
パ
ブ

リ
ッ
ク（
公
）は
我
々
と
感
じ

る
仲
間
の
意
味
。
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
共
同
の
「
共
」
。
共

感
を
得
る
こ
と
を
や
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
公
」
を
つ
く
ろ

う
と
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、
役
所
の
手
伝
い
を

し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
清
掃
し
て
き
れ
い
に

な
る
こ
と
が
気
持
ち
よ
い
。

こ
こ
に
共
感
が
あ
る
。ま
た
、

四
国
の
独
自
性
の
な
か
で
、

社
会
資
本
の
整
備
で
生
じ
た

地
域
間
の
関
係
修
復
を
お
願

い
し
た
い
。

田
村
●
四
国
の
社
会
資
本
整

備
は
全
国
に
比
べ
て
遅
れ
て

い
る
が
、
全
国
を
先
取
り
し

た
よ
う
な
整
備
を
行
っ
て
、

見
本
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
を
と
ら
え

な
い
で
、過
疎
化
、高
齢
化
の

世
界
的
な
モ
デ
ル
地
域
を
目

指
す
。
そ
の
た
め
に
、
医
療
、

福
祉
や
教
育
に
も
生
か
せ
る

先
進
的
情
報
通
信
基
盤
も
重

要
。
楽
し
く
自
然
と
共
生
で

き
る
地
域
を
目
指
し
、
海
遊

び
、川
遊
び
、森
遊
び
を
日
常

的
に
楽
し
め
る
基
盤
整
備
を

す
る
。

岩
木
●
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

国
か
ら
予
算
が
来
る
時
代
で

は
な
い
。そ
こ
で
、ど
う
知
恵

を
使
い
、
地
域
を
良
く
し
て

い
く
か
。そ
の
た
め
に
、自
己

を
律
す
る
、「
新
た
な
公
」
の

考
え
方
な
ど
が
必
要
。
四
国

で
は
急
速
に
人
口
減
少
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
プ

ラ
ス
思
考
で
新
し
い
形
の
自

立
を
目
指
し
た
い
。
自
ら
考

え
行
動
し
て
い
く
な
か
で
、地

域
の
品
格
も
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。
厳
し
い
条
件
で

は
あ
る
が
、
と
も
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
生
き
が
い
に
つ

な
が
る
役
割
や
場
所
を
生
み

出
し
て
い
け
ば
、地
域
を
、四

国
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

岩
木

敏
久

　
　
徳
島
新
聞
社
論
説
委
員
長

▼
パ
ネ
リ
ス
ト（
５０
音
順
）

残
間

里
江
子

　
　
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

田
村

耕
一

　
　（
財
）徳
島
経
済
研
究
所

　
　
専
務
理
事

三
木

俊
治

　
　
四
国
経
済
連
合
会
副
会
長

山
中

英
生

　
　
徳
島
大
学
教
授

（
敬
称
略
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン




